







































Bridging the Gap Between Educational History Research and Elementary Education Practice














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（8）広田照幸 教育史学会『日本の教育史学』第58集 2015年 p．103
（9）笠間賢二「シンポジウムの趣旨説明」教育史学会『日本の教育史学』第59集 2016年 p．128 なお、
本論文では、敬称を省略していることをお断りしておきたい。





























































1974年 3 月 31日 私立浪速高等学校卒業
1975年 4 月 1 日 立教大学文学部教育学科入学
1979年 3 月 31日 同 上 卒 業
1979年 4 月 1 日 立教大学大学院文学研究科博士課程前期課程教育学専攻入学
1981年 3 月 31日 同 上 修 了
1981年 4 月 1 日 立教大学大学院文学研究科博士課程後期課程教育学専攻入学
1985年 3 月 31日 同 上 満期退学
1979年 3 月 31日 小学校教諭二級普通免許状（東京都教育委員会）
【学 位】
1981年 3 月 31日 文学修士（立教大学）
【職 歴】
1981年 4 月 1 日 東京大学百年史編集室々員（～1986年 5月 31日）
1982年 6 月 1 日 長野県教育史刊行会執筆委員（～1983年 3月 31日）
1985年 4 月 1 日 日本学術振興会奨励研究員（立教大学 ～1986年 3月 31日）
1985年 4 月 1 日 昭和薬科大学非常勤講師（～1988年 3月 31日）
1985年 10月 1 日 （財）野間教育研究所兼任所員（日本教育史部門）（～2002年 3月 31日）
1987年 4 月 1 日 日本学術振興会特別研究員（PD東京大学 ～1988年 3月 31日）
1988年 1 月 1 日 横浜市史編集委員（～2004年 3月 31日）
1988年 4 月 1 日 大東文化大学文学部教育学科助手
1991年 3 月 31日 同 上 退 職
1991年 4 月 1 日 立教大学文学部教育学科講師
1992年 4 月 1 日 東京都教育史編纂専門委員（～1998年 3月 31日）
1993年 4 月 1 日 立教大学文学部教育学科助教授
1993年 10月 1 日 豊島区教育史研究会会員（～2001年 3月 31日）
1994年 4 月 1 日 大阪大学人間科学部非常勤講師（～1995年 3月 31日）
2000年 4 月 1 日 立教大学文学部教育学科教授（～2021年 3月 31日）
2001年 11月 1 日 東京学芸大学教員養成カリキュラム開発研究センター共同研究員
（～2005年 3月 31日）




1994年 7 月 1 日 図書館副館長（～1996年 3月．31日）
2000年 4 月 1 日 文学部比較文芸・思想コース座長（～2001年 3月 31日）
2001年 4 月 1 日 文学部教育学科長（～2003年 3月 31日）
2003年 4 月 1 日 文学部長兼文学研究科委員長（～2005年 3月 31日）
2005年 4 月 1 日 文学研究科教育学専攻主任（～2006年 3月 31日）
入試出題採点委員長（～2006年 3月 31日）
2007年 4 月 1 日 立教学院史資料センター長（～2011年 3月 31日）
2007年 4 月 1 日 文学部豊島こども大学（副学長）担当（～2021年 3月 31日）
2008年 4 月 15日 立教学院評議員（～2010年 7月 9日）
文学部比較文芸・思想コース座長（～2009年 3月 31日）
2009年 4 月 1 日 文学研究科教育学専攻主任（～2010年 9月 30日）
2013年 4 月 1 日 立教学院オルガン委員会委員長（～2021年 3月 31日）
2014年 7 月 10日 立教学院評議員（～2018年 7月 9日）
1993年 4 月 1 日 堀の内セツルメント（子供会）顧問（～2021年 3月 31日）
1993年 4 月 1 日 体育会バレーボール部副部長
1994年 8 月 1 日 体育会バレーボール部部長（～2005年 3月 31日）
2005年 4 月 1 日 体育会野球部副部長（～2005年 10月 5日 部長代理）
2005年 12月 10日 体育会野球部部長（～2020年 12月 31日）
2007年 4 月 1 日 体育会部長幹事（～2020年 12月 31日）
【学会ならびに社会における活動】
1981年 4 月 1 日 日本教育学会会員（1982年～1987年 常任理事会幹事）
1981年 7 月 1 日 教育史学会会員（1995年 10月～1998年 9月 会計監査、2003年～2005年
紀要編集委員、2008年～2010年 紀要編集委員会事務局長、2012年～2014
年・2017年～2019年 紀要編集委員、2014年 紀要編集委員長、2010年 10
月～理事）
1982年 6 月 1 日 日本教育史学会会員（2009年 12月～ 理事 2012年 7月～ 紀要編集委員
会事務局長）
1984年 4 月 1 日 日本教育史研究会会員（1991年 10月～2001年 3月 世話人代表）
1992年 12月 1 日 日本教師教育学会会員（2008年 9月～ 常任理事・編集委員 2017年 10月
～ 常任理事 2020年 10月～ 理事）
1993年 4 月 1 日 生活科教育学会会員（現、日本生活科・総合的学習学会 2011年 4月～常
任理事 2016年 10月～ 学会誌編集委員会委員）






2006年 1 月 1 日 （財）日本学生野球協会評議員（～2012年 3月 31日）
2006年 2 月 8 日 豊島区「問題を抱える子ども等の自立支援検討委員会」委員（～2009年 3
月 31日）
2006年 4 月 13日 大学基準協会相互評価委員会全学評価分科会委員（～2007年 3月 31日）
2006年 4 月 26日 平成 18年度大学基準協会「特色ある大学教育支援プログラム」審査部委員
（第 2審査部会「学士課程」（～2007年 3月 31日）
2007年 5 月 21日 平成 19年度大学基準協会「特色ある大学教育支援プログラム」審査部委員
（第 2審査部会「学士課程」（～2008年 3月 31日）
2007年 8 月 1 日 日本学術振興会特別研究員専門委員及び国際事業委員会書面審査員（～2008
年 7月 31日）
2008年 5 月 19日 平成 20年度日本学術振興会「質の高い大学教育推進プログラム」大学部会
第 3WG（教育方法②）委員（～2009年 3月 31日）
2010年 10月 22日 立教女学院短期大学将来構想検討委員会委員（～2011年 3月 31日）
2011年 1 月 1 日 東京六大学野球連盟理事長（～2011年 12月 31日）
2011年 4 月 18日 大東文化大学研究倫理委員会委員（第五号委員）（～2015年 3月 31日）
2011年 7 月 1 日 新座市学校評価システム推進事業第三者評価委員（～2020年 3月 31日）
2012年 7 月 1 日 大東文化学園評議員（第六号委員）（～2018年 6月 29日）
2012年 4 月 1 日 （公財）日本学生野球協会評議員（～2016年 3月 31日）
2014年 5 月 12日 江東区立小学校使用教科用図書選定委員会委員長（～2014年 8月 31日）
2015年 3 月 1 日 啓林館小学校生活科教科書編集委員（～現在）
2015年 12月 21日 豊島区青少年問題協議会専門委員（委員長）（～2017年 11月 17日）
2016年 10月 14日 文部科学省学習指導要領等の改善に係る検討に必要な専門的作業等の協力
者（小学校・生活）（～2017年 3月 31日）














育史学会『日本の教育史学』第 25集 1982年 9月 pp．53～81
・「『少国民』の戦争体験―東金国民学校児童のアンケート調査より―」『立教大学教育学科研究年
報』第 29号 1986年 3月 pp．78～102
・清水康幸・前田一男「皇国民錬成体制の理念と方式」『日本教育史研究』第 5号 1986年 7月
pp．59～93 （うち、三 思想国防網と「錬成体制」、四 文部省の「錬成」観の特質とその構
造、を担当）
・「戦時下国民学校教育実践の構造―時習国民学校の少年団による生活教育実践を中心に―」『豊
島区立郷土資料館研究紀要 生活と文化』第 2号 1986年 12月 pp．142～165
・「帝国教育会の『翼賛団体』化要因」『立教大学教育学科研究年報』第 32号 1988年 12月 pp．79
～94
・「戦争に呑まれた人間の軌跡―高村光太郎『暗愚小伝』にそくして―」大東文化大学教育学会
『教育学会誌』第 12号 1989年 3月 pp．18～27
・「『教育実践』史 研究ノート―言葉の歴史をめぐって―」『大東文化大学紀要〈社会科学〉』第
29号 1991年 3月 pp．111～131
・「1930年代の教育界」成城学園教育研究所『成城教育』第 72号 1991年 6月 pp．6～22
・「学童疎開史研究ノート」『立教大学教育学科研究年報』第 35号 1992年 1月 pp．15～34
・「戦時下教育実践の史的研究―東金小学校・国民学校を事例として―」『日本教育史研究』第 14
号 1995年 8月 pp．1～35
・「焼け跡の子どもたち 解説」戦争孤児を記録する会編『焼け跡の子どもたち』クリエイティ
ブ 21 1997年 7月 pp．218～254
・「鈴木源輔における教育観形成の基盤（上）」『立教大学教育学科研究年報』第 43号 2000年 3
月 pp．75～85






文堂 2004年 8月 pp．208～215
・「大学生の受けとめた戦災傷害者」全国戦災傷害者連絡会『傷痕』第 33号 2006年 8月 pp．14
～41
・「教育史における江戸川乱歩〈不在〉の意味」『江戸川乱歩と江戸川乱歩と大衆の 20世紀をめぐ
る総合的研究』（平成 16年度～平成 18年度科学研究費補助金 基盤研究（B)（2））（分担 研究
代表者・藤井淑禎）2007年 5月
・「鈴木源輔における教育観の転生―大正自由教育から戦後新教育への継承の意味―」『立教大学
教育学科研究年報』第 51号 2008年 3月 pp．53～78
・「鈴木達治の『三無主義の教育』」中野光『学校改革の史的現像「大正自由教育」の系譜をたどっ
て』黎明書房 2008年 9月 pp．299～304
・「自由教育実践者としての鈴木源輔―千葉県師範学校附属小学校時代を中心として―」『立教大
学教育学科研究年報』第 55号 2012年 3月 20日 pp．27～53
・「長野県教員赤化事件（「二・四事件」）に関する研究（1）―1930年代教育史像の再構築のた
めの研究視角―」『立教大学教育学科研究年報』第 60号 2017年 2月 pp．57～85
・「長野県教員赤化事件（「二・四事件」）の構築性 ―自由主義教育との連続性と「思想動員教




育学科研究年報』第 26号 1983年 3月 pp．112～123
・中野光監修『教育週報』（全 19巻）大空社 1986年 12月（共同編集）（別巻 解説論文「『教育
週報』と為藤五郎」pp．335～373）
・清水康幸他編『資料 教育審議会（総説）』野間教育研究所紀要第 34集 1991年 12月 601
頁（共同編集）




・『長野県教育史 第 3巻 総説編 3』長野県教育史刊行会 1983年 3月（「戦時下の中学校教育、
高等女学校」 pp．939～994）
・『豊島区史 通史二』豊島区 1983年 11月（「戦時下の教育・文化」pp．1114～1195）
・『横浜市史Ⅱ 通史編一（上）』横浜市 1993年 3月（「教育」pp．1131～1397）
・『横浜市史Ⅱ 通史編一（下）』横浜市 1996年 3月（「教育」pp．1109～1314）
・『東京都教育史 通史四』東京都立教育研究所 1997年 3月（「第 1章 第 1節 『非常時』の
初等教育」「同第 2節 太平洋戦争下の都市国民学校教育実践」「同第 5節 敗戦直後の初等教
育」「第 2章 第 2節 学童疎開の実態」pp．11～29 pp．37～61 pp．84～94 pp．122～149）
38
・『横浜市史Ⅱ 通史編二（下）』横浜市 2000年 3月（「教育」pp．567～746）
・『横浜市史Ⅱ 通史編三（下）』横浜市 2003年 3月（「教育」pp．681～790）
〔論 文〕
・「西前国民学校軍人援護教育映画『戦ふ少国民』について」横浜市史編集室『市史研究 よこ
はま』第 3号 1989年 3月 pp．115～147
・「戦時期占領期、在米『教育関係』資料の調査報告」横浜市史編集室『市史研究 よこはま』第
4号 1990年 4月 pp．136～144
・「鈴木達治の自由教育観とその実践―横浜高等工業学校の三無主義教育―」横浜市史編集室『市
史研究 よこはま』第 4号 1990年 4月 pp．1～35
・「戦時下『青少年学徒』の日常世界（上）―Y校・捜真・高商出身者の証言から―」横浜市史
編集室『市史研究よこはま』第 10号 1997年 7月 pp．1～35
・「戦時下『青少年学徒』の日常世界（中）―Ｙ校・捜真・高商出身者の証言から―」横浜市史
編集室『市史研究よこはま』第 11号 1999年 2月 pp．1～26
・「戦時下『青少年学徒』の日常世界（下）―Ｙ校・捜真・高商出身者の証言から―」横浜市史
編集室『市史研究よこはま』第 12号 2000年 3月 pp．1～28
・「旧制から新制への移行期における横浜の中等学校―横浜三中・第一高女から横浜緑ヶ丘高
校・横浜平沼高校へ―」横浜市史編集室『市史研究 よこはま』第 16号 2004年 3月 pp．14
～47
〔資料集〕
・『資料が語る 教育豊島の一世紀（上）（下）』豊島区教育委員会 2000年 12月 811p 830p
（共同編集）





























合的研究」委員会『教育改革の総合的研究 第三集』2003年 8月 pp．221～222 pp．248～271
・「Ⅴ『教師に必要な力量』観とその特徴」（共同研究「教職に関する意識と力量の形成と変容に
関する追跡研究―教師のライフコース研究の視点から―」の分担）『立教大学教育学科研究年報』
第 47号 2004年 3月 pp．112～120
・「Ⅳ『教師に必要な力量』観の変化とその特徴」「中間まとめ」（共同研究「教職に関する意識と
力量の形成過程―養成段階から初任期への経験と意識―の分担」）『立教大学教育学科研究年報』
第 49号 2006年 1月 pp．71～85
・「Ⅰ 研究の目的と概要」「Ⅴ 教師に必要な力量観」「Ⅶ まとめと今後の課題」（共同研究「大学
生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究―1995年調査と 2006年調査の比較から
―」の分担）『立教大学教育学科研究年報』第 51号 2008年 3月 pp．79～85 pp．107～114
pp．121～123
・「Ⅰ 研究の目的と概要」「Ⅴ 教師に必要な力量観」「Ⅶ まとめと今後の課題」（共同研究「大学
生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究（2）―2008年調査と 1997調査・2006
年調査との比較から―」の分担）『立教大学教育学科研究年報』第 53号 2010年 3月 pp．93
～99 pp．117～125 pp．132～124
・「Ⅰ 研究の目的と概要」「Ⅵ 教師に必要な力量観」「Ⅷ まとめと今後の課題」（共同研究「大学
生の教育観・教職観の形成過程に関する追跡調査研究（3）―2010年調査と 1999調査・2008
年調査との比較から―」の分担）『立教大学教育学科研究年報』第 56号所収 2013年 3月
pp．91～99 pp．132～140 pp．149～153
・「はじめに」「まとめと今後の課題」（佐藤良と共著）（「教職課程の学生による教育実習に関する





課題研究Ⅰ『教師教育学の独自性と方法論研究 研究報告第 2集』日本教師教育学会 2017
年 9月 pp．40～57
〔資料集〕
・『日本の教師 第 14卷 教師としての第一歩』ぎょうせい 374ｐ 1993年 3月（佐藤学と共
40
同編集・解説・解題）
・『日本の教師 第 22卷 歴史の中の教師Ⅰ』ぎょうせい 434ｐ 1993年 10月（寺﨑昌男と
共同編集・解説・解題）
・『日本の教師 第 23卷 歴史の中の教師Ⅱ』ぎょうせい 439ｐ 1994年 9月（同 上）




育学会『せいかつ＆そうごう』第 18号 2011年 3月 pp．12～23
・「解説 子ども観を問い直す『気付き』の特質」日本生活科・総合学習教育学会『生活・総合
の実践ブックレット』第 8号 2014年 6月 pp．28～29
・「なぜ奈良の学習法は百年続いているのか」奈良女子大学附属小学校学習研究会『学習研究』478
号 2016年 4月 pp．16～21





クレット』第 14号 2020年 6月 pp．86～87
・「新しい教育課程の創出と生活科」「育てたい子ども像」『指導書 総説 わくわくせいかつ（上）
いきいきせいかつ（下）』新興出版社啓林館 2020年 8月 pp．4～14 pp．61～64
・「大正自由教育の思想と実践」日本生活科・総合学習教育学会『生活科・総合的学習事典』渓
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2017年 5月 28日、立教大学野球部は 18
年ぶりに六大学野球春季リーグで優勝、さら
に 6月 11日に全日本学生選手権で 59年ぶり
の全国優勝を果たした。六大学野球優勝の賜
杯は、当番校である立教大学の前田一男野球
部長から、そして全日本学生選手権の優勝旗
は日本学生野球連盟会長の大橋英五前立教大
学総長からチームに手渡された。始球式から
優勝パレードまで、私の総長時代を通じて最
も忘れ難い出来事である。
前田一男さんは 2005年秋から 15年間にわ
たって野球部長を務めた。立教大学体育会の
教員部長はなかなか大変な仕事である。試合
はもちろん会議や他校との会合があるし、部
員だけでなく保護者、OBOG会等との関係
もある。また立教大学体育会は、故白石典義
体育会長の主導で文武両道の実質化を目指し
ており、教員部長は部員たちの学修指導の役
割も担っている。ましてや野球部は立教に
とって特別な存在であるから、卒業生を含め
すべての立教関係者の関心の的であり、期待
圧力も大きい。そんな重圧の中での全国優勝
だったのだから、前田さんもさぞ嬉しかった
ことと思う。
野球部長以外のいわゆる学内業務でも、前
田さんとはしばしば一緒に仕事をする機会が
あった。そのせいか、前田さんには今でも「中
堅」のイメージがある。おそらく前田さん自
身もそのような感覚だったのではないかと思
う。もっともこれは大学という組織の特質に
よるもので誰もが持つ感覚なのかもしれな
い。会社や役所なら職位によって権限が明確
だが、教員組織においては明確な権限や権威
の序列が存在しないから、誰もが自分は大先
生たちと若手たちとの中間で仕事をしている
と感じている。そしてある日、ふと気がつく
と定年間際なのである。
もちろん、自分が中堅どころに位置してい
ると考えることと、周りから中堅であると看
做されることとの間にはしばしば大きなずれ
があるし、組織の中堅としての仕事と役割を
さりげなく回避する方法もある。しかし前田
さんはそのような仕事を正面から引き受け、
大学構成員としての役割を積極的に果たし続
けて来た。それは彼の真面目な性格によると
ころもあるだろうが、むしろ教育学者として
の姿勢、（立教ではマイノリティの）母校出
身の教員としての矜持と責任感、そして何よ
りも立教への強い愛によるのだと思う。
前田さん、お疲れさまでした。いろいろお
世話になりました。今度は少しのんびりと神
宮で立教を応援しましょう。
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最終年度の学科長として
渡辺哲男
（教育学科教授）
前田先生のまなざしとやさしさ
和田 悠
（教育学科教授）
「学科長」と呼ばれる立場になった教員が
その業務のなかでもっとも気を遣うのは、在
職中、定年退職する教員が出たときの最終講
義などの記念行事であろう。助手の頃からた
くさんの「学科長」を見てきたが、どの方た
ちも皆そうだった。昨年夏に、学科で最も若
い 42歳（当時）の私がこの役職に就くこと
になったとき、まず考えたのは、やはり、前
田先生の最終講義を滞りなく行わなければな
らない、ということであった。
しかし、このコロナ禍である。前回、北澤
先生の最終講義に向けての準備委員会の発足
が夏休みだったことを思えば、開催するか否
かの決断は春学期末にはしなければならな
い。内々に前田先生にお考えを伺ったところ、
辞退したいとのことであった。この状況下で
技術的に習熟してきたこともあり、「オンラ
イン」開催の可能性がないではなかったが、
前田先生のお考えは、「教え子が母校に集っ
てこその最終講義」であった。母校に長年勤
務でき、現在も交流のある卒業生を多数生み
出したという点において、幸福な大学教員と
してのキャリアを歩まれた前田先生が、この
ようにお考えになったことは、十分すぎるほ
ど理解できる。と同時に、最終講義の開催を
断念しなければならないことは、学科長とし
ては、痛恨の極みである。
会場をタッカーホールにしなければ来場者
が入りきらないのではないか、と予測しても
いた。もし開催できていれば、文字通り盛大
な会になったであろう。在職中の開催は残念
ながらできなかったが、これからも変わらず
お元気でご活躍いただき、どこかでご登壇い
ただく機会を得たいと、私のみならず、学科
教員一同考えているところである。
最後に、こうした状況になったからこそ、
これまで人知れず前田先生がご努力されてき
たことのいくつかを、最終年度に知ることに
もなった。頭の下がる思いであるが、かよう
なご努力の賜を後進の私たちがどう受けとめ
ていくかは重要な宿題となった。今後もご指
導をお願いできればと思っている。
コロナ禍のなかで前田一男先生の退職を見
送ることになったことは本当に残念です。そ
の交友関係は実に広く、退職記念パーティで
可視化されるであろう前田先生の人的ネット
ワークにも興味津々でした。野球部のユニ
ホームを着た先生を野球部員が胴上げする姿
を想像したりもしました。
最近の研究では 1930年代の長野県赤化事
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件を取り上げておられます。前田教育史の底
流には戦後の平和主義が強くあります。それ
は私と前田先生をつなぐものでもあり、共通
する研究者の知人も同僚教員のなかでは一番
に多かったように思います。
批判一辺倒にならない。中庸を重んじる。
それは前田先生のお人柄であると同時に、教
育史へのまなざしでもありました。例えば鈴
木源輔論。長浜功や山中恒が教師の戦争責任
論の立場から、自由教育→皇国民錬成教育→
戦後新教育とそれぞれの時期にそれぞれの教
育思想を展開した源輔について「変節」「時流
便乗」と裁断するのに対して、前田先生は歴
史的社会的条件の制約のなかで生きざるをえ
ない教師である源輔に共感した上で、理念と
方法をあえて切り離し、彼の方法的一貫性に
着目することで歴史としての可能性を取り出
そうとします。
このようにその人の最良の部分を取り出そ
うとする前田先生のやさしさに救われた学生
は少なくなかったのではないでしょうか。
私は同僚教員でありながら、前田先生には
何かと気にかけていただいていたと思ってい
ます。より正確に言えば、ヒヤヒヤしながら
見ておられたのではないかと思います。私の
Facebookにもしっかりと目を通しておられ
て、政治にあまり走り過ぎることがないよう
にと心配されておられたのではないか。
その一方で前田先生からは折に触れて学位
論文を仕上げるよう励ましていただいていま
した。2020年 10月に博士号を取得すること
ができたのは先生からの継続的なお声かけの
おかげだと思っております。深く感謝してお
ります。この場でお礼を言わせてください。
前田先生から見られる感覚は私にとって大
事なものでした。どうかこれからも学科共々
見守っていただければと思います。これまで
の長きにわたる教育研究活動、たいへんお疲
れ様でした。
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